


2025 年の大阪・関西万博では、「ステハジ」プロジェクトの一環として、
会場内に給水スポットを設置。マイボトルが当たり前の時代へ。

「TEAM EXPO 2025」では、開催期間前には「ステハジ」で資源循環の機運醸成を。
期間中は「誰もが給水できる環境」を構築します。

�at’s Team EXPO 2025?
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「ステハジ」プロジェクトが取り組む２大チャレンジ

海洋には毎年約 800 万トンものプラスチックごみが流入していると言われています。その排出国はアジアに集中し

ており、そのごみの 47％が「使い捨て容器包装」とされています。また、日本はこのプラスチック容器包装ごみの

国民１人あたりの排出量がワースト２位となっています。そこで「ステハジ」プロジェクトでは、年間 234 億本生

産されているペットボトルをマイボトルなどの普及を進め、50 億本削減する啓発を行っています。

「ペットボトル50億本削減」チャレンジCHALLENGE 

01

自宅や職場・学校、いつものスーパー・ドラッグストア、お気に入りの飲食店や美容室。いつでもどこでもマイボ

トルの中身が無くなれば給水できる。全国 10 万カ所の給水スポットをみんなでつくろう！国内のコンビニエンス

ストアが約 5 万 5000 カ所、その倍の給水スポットができることで、喉が渇けば給水する新たな日常（未来）持続

可能な社会がひろがります。

「みんなで拡げる給水スポット」チャレンジCHALLENGE 

02

職場や学校、ドラッグストアなど
人が集まる場所で

ボトルの中身が無くなれば
給水できる

私たちの給水スポット

自宅が給水スポット
いつでも出かける時には
マイボトルに飲み物を給水

「ステハジ」プラ干狩り擬似体験

私の給水スポット みんなの給水スポット

誰でも給水できる場所
どこでも給水が当たり前、
交通・公共施設や飲食店などが

給水場所へ

2025 年、OSGコーポレーションは55周年を迎えます。

2024年2月 もうすぐ55周年

大半世紀祭、開始。

第 1フェーズ
「共創」

日本経済新聞社・日経 BP主催
日経 SDGs フェスティバルへ登壇1

第 2フェーズ
「新結合・変革」

第3フェーズ
「感謝」

2024.02 2024.09 2025.08

OSGコーポレーション／マイボトル(象印マホービン)／給水スポット(エニタイムフィットネス)／
給水検索サイト(mymizu)が「ステハジ」共創事例についてトークセッションを行いました。

さあ、みんなで サステナブルはじめよう！
“使い捨ては恥ずかしい” という考え方を通して
誰でも（Everyone）、毎日（Everyday）、どこでも（Everywhere） 、少しの意識と行動で、

海洋プラスチック問題や使い捨てから生まれる、その他様々な社会課題を個人・企業・自治体・団体・

教育機関・プロスポーツクラブなどが、一体となって 啓発・実践し、

みなさんと共に行動変容に取り組むプロジェクトです。

「ステハジ」プロジェクトは
大阪・関西万博「TEAM EXPO 2025」プロジェクトの共創パートナーに登録されています！

「共育（ともにそだてる）体験」
大人もこどもも「ステハジ」体験で、サステナブルを身近に。

第1フェーズ

「ステハジ」EXPO
Panasonic stadium SUITA で開催2 共創から新結合・変革へ。「ステハジ」プロジェクトを新たなイノベーション創出、新しいビジネス
パートナーとの出会いのプラットフォームとしてイベントを開催。

第2フェーズ

55 周年 大感謝祭
グランドプリンスホテル新高輪で開催3 55年の感謝を届ける大感謝祭を開催いたします。会場には、2,000名をご招待いたします。第3フェーズ

「ステハジ」海洋プラごみアート体験 カリカエ体験 「ステハジ」2050年海洋プラごみ体験
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「ステハジ」プロジェクトの活動報告をお届けします。

「日本とアジアをつなぐビーチクリーン」
~インドネシア・フィリピン・日本 ~

「ステハジ」Meeting イベント開催
～共創パートナーが参加する「共創」イベント～

「ステハジ」プロジェクトの一環として個人・企業・自治体・団体が、“共創”して行う「ス

テハジ」ビーチクリーンイベント「日本とアジアをつなぐビーチクリーン」を 2023

年 11 月 11 日 ( 土 ) に開催しました。

海洋には毎年 800 万ｔもの海洋プラスチックごみが流入していると言われています。

その排出国の上位３位 (１位中国／２位インドネシア／３位フィリピン ) に東アジア

が集中しており、またこのままだと 2050 年には海洋プラスチックごみの量が、魚

の量を超えてしまうなど、日本・アジアだけでなく世界全体で取組むべき社会課題

となっています。

そこで、「ステハジ」ビーチクリーンの参加者の皆様からいただいた参加費からマン

グローブの苗木とごみ箱をフィリピンに寄贈しました。アジア 18 カ国 70 地域に現

地提携団体があるアジア協会アジア友の会（JAFS）に協力いただきました。

ごみの回収システムが日本のように整っていないフィリピンでは、ごみが放置され

ているのです。それは、ごみ箱が無く、ごみをそのあたりへ捨ててしまう習慣があ

るから ...。マングローブ周辺もゴミだらけなのです。

2023 年 11 月 16 日に、第三回「ステハジ」Meeting を東京で開催いたしました。

会場では、SDGs 体験に加え、【 聴く・活かす】をキーワードとした様々な共創発信を行いま

した。

【聴く】のテーマでは、プレミアムアンバサダー GENERATION TIME 株式会社 坂口真生さん

によるエシカルセミナー及び特別トークセッションを実施し、サステナブルな行動変容につ

いての取り組み事例を共有しました。

【活かす】のテーマでは、パートナー企業の取り組み事例の発表や表彰式などを実施しました。

多様な業界による取り組み事例の発表に参加いただき、共創メンバーの皆様にも喜んでいた

だきました。参加者の皆様がそれぞれ交流する時間では、多様な意見交換が行われました。

■主催：㈱コロンビアスポーツウェアジャパン
■協賛：MOUNTAIN HARDWEAR
　　　　Columbia
　　　　Mt.TAKAO BASE CAMP
　　　　ｍymizu  
　　　　ウォーターネット
　　　　OSGコーポレーション

大阪・関西万博の共創チャレンジ「ステハジ」プロジェクトに
373 の企業・自治体・団体が共創メンバーとして賛同！
※2024 年 2月 1日時点

4月 22日EARTH DAY(地球の日 )イベント
KEEP EARTH AWESOME に参加しました 　～ 素晴らしい地球をそのままに in高尾山 ～

4 月 22 日 EARTH DAY( 地球の日 ) に、“世界一登山客が多い” とされる高尾山で開催された、

MOUNTAIN HARD WEAR が主催する EARTH DAY イベント KEEP EARTH AWESOME( 素晴らし

い地球をそのままに ) に参加しました。

当日限定で会場である高尾山口駅前には、OSG コーポレーション、MOUNTAIN HARD WEAR、

mymizu、ウォーターネットの “コラボ給水スポット” が設置され、マイボトルの中身が無くなれ

ば近くの “給水スポット” で給水する新たな日常 (未来 ) の選択を啓発しました。

マイボトルを持っていない高尾山への登山客やトレイルランニングで汗を流されている利用者へ

mymizu の活動への募金をしていただいた方に「MOUNTAIN HARD WEAR オリジナルボトル」を

プレゼントすることで、近隣のコンビニで “使い捨て” のペットボトルを購入することなく、給

水スポットでマイボトルをご利用いただきました。 

URBAN RESEARCH DOORS が主催する「TINY GARDEN FESTIVAL’ 23」イ

ベントは、アーバンリサーチ・メーカー・ユーザーが共創して作りあげるイ

ベントで、アーバンリサーチが運営する TINY GARDEN 蓼科（長野県茅野市）

で毎年開催されています。「ステハジ」プロジェクトでは、このイベント参加

者及びアーバンリサーチ社員さんへのサステナブル体験と、熱中症予防の啓

発を目的に参加いたしました。

「ステハジ」共育体験は、大人と子供が一緒に楽しく “サステナブル体験” を

通して様々な行動変容につなげることを目的に実施しております。今回のイ

ベント会場では、「ステハジ」アクアポニックス体験（アーバンリサーチコラ

ボ）、「ステハジ」海洋プラごみアート体験、「ステハジ」プラ干狩り疑似体験

のブースを準備いたしました。

「身近な循環体験を通して、地球規模の社会課題を少しでも自分ごとにつなげ

たい」という思いで、OSGならではの体験を行なっていただきました。

ビーチだけでなく、地球規模での活動を 参加メンバーと集合写真

アーバンリサーチイベント
TINY GARDEN FESTIVAL’ 23
「ステハジ」共育体験
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フィリピンのごみ拾い 「ステハジ」プロジェクトが寄贈したごみ箱・マングローブの苗木
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高松市役所
ゼロカーボンシティ推進課
高松市番町 1-8-15 本庁舎 13階

☎ 087-839-2393
zerocarbon@city.takamatsu.lg.jp

1.「ゼロカーボンシティ高松」を謳う高松市
2. 屋外に設置されているので、閉庁時も無料でいつでもマイボトルに給水
できます。
3. オープニングセレモニーで、マイボトルに給水する大西秀人高松市長。
当日の様子は新聞やメディアにも掲載されました。
4. 世界的に問題になっているプラスチックごみ問題を伝える「海ごみ問題
フィールドワーク」を実施。
5. 食品ロス削減啓発の一環で、各家庭から使われていない食品を提供して
もらうフードドライブを実施。
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に
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ロ
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推
進
課
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さ

れ
、
温
室
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け
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」
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ウ
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ン
デ
ィ
ン
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に

よ
っ
て
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G
の
冷
水
機
が
市
役
所
正

面
玄
関
前
に
設
置
。鮮
や
か
で
涼
し
げ

な
ブ
ル
ー
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
、
今
や

マ
イ
ボ
ト
ル
利
用
促
進
運
動
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
り
、
高
松
市
民
の
皆
様
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
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す
。「
コ
ロ
ナ
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を
経

て
感
染
へ
の
意
識
が
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ま
っ
て
い
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す

が
、
非
接
触
だ
か
ら
安
心
し
て
利
用
で

き
ま
す
」
と
利
用
者
か
ら
喜
び
の
声
も
。

そ
の
ほ
か
高
松
市
で
は
給
水
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ポ
ッ
ト

設
置
を
は
じ
め
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
地
球
に
や
さ
し
い
都
市
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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水の
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いろんなスポットでOSGが採用されています！

全国 10 万箇所の給水スポットを目指して

10  水のOSG | 私たちの給水スポット

日本全土に展開中の
スウェーデン発大型家具店

IKEA
独自の倉庫スタイルで
魅せる売場づくり

コストコホールセール

配達員を陰で支える、
クリーンで健やかな水。
大阪市の中央に位置する大阪南郵便局。
配達員の健康保持に、ヒューマンウォーターが活躍。

大阪南郵便局
オ
フ
ィ
ス
街
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
が

ク
ロ
ス
す
る
大
阪
市
の
繁
華
街
に
位

置
す
る
大
阪
南
郵
便
局
。近
年
は
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も

回
復
し
、
外
国
人
観
光
客
も
多
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。「
配
達
エ
リ
ア
は
オ

フ
ィ
ス
・
店
舗
・
個
人
宅
な
ど
多
岐

に
渡
り
、
グ
リ
コ
の
看
板
で
有
名
な
心

斎
橋
筋
商
店
街
も
担
当
エ
リ
ア
に
含

ま
れ
ま
す
。

当
局
で
は
快
適
な
職
場
環
境
を
目
指

し
て
O
S
G
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ

ん
の
整
水
器
を
導
入
し
ま
し
た
。局
舎

内
に
設
置
し
、
主
に
配
達
員
が
喜
ん
で

利
用
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
大
阪

南
郵
便
局
の
丸
山
局
長
。

一
方
通
行
や
狭
い
路
地
が
多
い
上
に
、

人
通
り
や
交
通
量
も
膨
大
な
大
阪
市

内
で
は
、配
達
の
効
率
化
の
た
め
、配

達
員
は
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
荷
物

を
配
達
。暑
い
日
も
寒
い
日
も
人
力
で

荷
物
を
届
け
回
る
た
め
、
水
分
補
給
は

欠
か
せ
な
い
そ
う
で
す
。「
整
水
器
か

ら
出
る
水
を
ボ
ト
ル
に
貯
め
て
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
か
ら
給
水
し

て
い
ま
す
。以
前
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

お
茶
や
水
を
支
給
し
て
い
た
の
で
す

が
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ
社
員
も
増
え

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ゴ
ミ
削
減
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

社
員
の
健
康
保
持
・
増
進
と
、
環
境
負

荷
の
低
減
を
目
指
し
な
が
ら
、
今
後
も

郵
便
局
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て
、

当
局
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」。

大阪南郵便局
大阪府大阪市中央区東心斎橋１-４-２

☎ 0570-943-691

給
水
ス
ポ
ッ
ト

O
ur W

ater Spot

ホテルニューオータニ
ステーキハウス「リブ
ルーム」
東京都千代田区紀尾井町
4-1
☎03-3238-0026レストランやショップの名店が軒を連ねるなかで、最高の牛肉が味わえると人気を博

すステーキハウス「リブルーム」。その厨房で活躍しているのが、OSG のアルカリイオ

ン整水器。「水がおいしいと好評です。コンパクトなのも嬉しいですね」と一流シェフ

からも太鼓判をいただきました。

一流ホテルの名店が選んだ、こだわりの水
ホテルニューオータニ

東京都交通局
東京都新宿区西新宿 2-8-1
都庁第二本庁舎
☎ 03-3816-57
（都営交通お客様センター）

東京都交通局が運営している都営地下鉄は、１日平均約 251 万人が利用する主要交通

機関です。1991 年頃よりバリアフリータイプの冷水機に置き換えられ、現在は交通局

が管理する 101 駅すべてのホームに１台ずつ、OSGの冷水機が設置されています。

都心を結ぶ公営交通機関でも冷水機でおもてなし
東京都交通局都営地下鉄

大津市企業局
大津市御陵町 3-1
☎ 077-523-1234

琵琶湖岸沿に約 5km 続く大津湖岸なぎさ公園。大津市企業局は冷水機を通じてプ

ラスチックごみの削減や水道水の安全性・利便性を PR するため、冷水機を設置。

サイクリングやジョギングを楽しむ市民から人気を集めています。

琵琶湖を一望できる給水スポットが人気
大津湖岸なぎさ公園

日本人のほか外国人観光客にも人気を集める観光スポット、大阪城。天守閣は広大な

大阪城公園の中心にあります。来館者サービスの一環として展示室の休憩スペースに

冷水機を設置。特にアジア圏の外国人観光客の方にはマイボトルを持ち歩く方も多

く、ボトルに水を詰めやすいOSGのボトルフィラータイプが採用されています。

ボトルに水を詰めやすいボトルフィラータイプを設置
大阪城天守閣 大阪城天守閣

大阪市中央区大阪城 1-1
☎06-6941-3044

100年後の未来を見据えて改装され、国のシンボルとなる競技場としてスポーツの魅

力を世界へ発信する国立競技場。Ｂ２階から４階まで合計 16 か所に OSG の冷水機

が設置され、水分補給によって選手の安全確保とパフォーマンスの向上をサポート。

コンコースや休憩室に設置している冷水機は観客の安全のために利用されています。

木と緑のスタジアムは東京のシンボルへ
国立競技場

国立競技場
東京都新宿区霞ヶ丘町 10-1
☎ 03-5843-1300

※画像提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター



給
水
ス
ポ
ッ
ト

O
ur W

ater Spot

ホ
テ
ル
ク
ラ
ビ
ー
サ
ッ
ポ
ロ

企
業
と
連
携
し
た
授
業
で
未
来
の
地
球
を
考
え
る

仙
台
白
百
合
学
園
中
学
・
高
等
学
校

熱
中
症
対
策
の
一
環
で
10
台
の
冷
水
機
を
設
置
す
る
同
校
。近
年
は
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
加
速
し
、教
育
の
形
も
進
化
。

九
州
山
脈
の
入
口
、
嘉
穂
ア
ル
プ
ス

の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
障
害
者

支
援
施
設 「
三
愛
園
」。「
こ
れ
ま
で
障

害
と
言
え
ば
身
体
・
知
的
・
精
神
の

３
つ
だ
け
で
し
た
が
、
診
断
レ
ベ
ル

が
上
が
る
近
年
は
自
閉
症
・
発
達
障

害
な
ど
障
害
の
幅
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。当
園
で
は
入
所
者
様
1
人
ひ
と

り
の
生
活
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
一

人
で
も
多
く
早
く
社
会
に
溶
け
込
め

る
よ
う
に
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
」と
お
話
し
さ
れ
る
の
は
、
理

事
長
の
本
松
様
。社
会
福
祉
法
人
嘉

穂
福
祉
会
で
は
三
愛
園
を
は
じ
め
、

障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
」
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
な
か
、
入
所
施
設
や
法
人
本
部

に
電
解
水
素
水
生
成
器
『
M
I
N
E

（
マ
イ
ン
）』
を
計
11
台
導
入
し
て
い

ま
す
。「
水
は
毎
日
飲
む
も
の
。私
自

身
も
水
に
こ
だ
わ
る
生
活
を
続
け
て

お
り
、
入
所
者
様
や
ス
タ
ッ
フ
の
健

康
面
を
考
慮
し
て
導
入
を
決
め
ま
し

た
。健
康
面
は
も
ち
ろ
ん
、
提
供
す
る

食
事
に
も
使
っ
て
い
ま
す
が
、
料
理

が
美
味
し
く
感
じ
ま
す
ね
」。

ボトル給水型冷水機を
市立小中学校の
全 14校舎で設置

泉南市教育委員会

1. クラブハウスの給湯室に設置される
MINE。生成される電解水素水（アルカリ
性の水素水）が快適な毎日をサポート。
2.1996 年にジュニアユースがスタート
し、多くのプロサッカー選手を輩出する。

水だけじゃなく、
楽しいイベントで入所者様も笑顔に！

幼
稚
園
の
体
操
教
室
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
1
9
8
6
年
に
横
浜
市
泉
区
で
設

立
し
た
『
S
C
H
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
』
は
、
現
在
約
2
0
0
人
弱
の
選
手

が
所
属
。ス
ク
ー
ル
生
を
合
わ
せ
る
と

8
0
0
名
に
も
上
り
、
小
学
生
・
中
学

生
・
女
子
中
学
生
を
対
象
に
12
拠
点

で
ス
ク
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
当
ク
ラ
ブ
で
は
主
体
性
を
持
っ
た
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
た
く
ま
し
い
選
手

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。日
本
の
世

代
別
代
表
に
選
ば
れ
る
選
手
も
輩
出

し
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
く
れ
て

い
ま
す
」
と
話
す
コ
ー
チ
陣
は
「
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
」
を
最
大
の

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な

人
も
上
手
い
人
も
み
ん
な
が
楽
し
め

る
ク
ラ
ブ
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。そ

ん
な
S
C
H
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
は
昨
年
4
月
か
ら

O
S
G
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
電
解
水

素
水
生
成
器『
M
I
N
E（
マ
イ
ン
）』が

導
入
さ
れ
、
主
に
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
が
給
水
。選
手
や
ス
ク
ー
ル
生
た
ち

も
ド
リ
ン
ク
が
無
く
な
っ
た
時
に
使
用

し
て
い
る
よ
う
で
す
。「
サ
ッ
カ
ー
は
常

に
動
く
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
維
持
に
水
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。気
軽
に
水
分
補
給
で
き
る
習
慣
が

ク
ラ
ブ
内
に
で
き
た
こ
と
で
、
コ
ン
ビ

ニ
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
う
習
慣
か
ら

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ
習
慣
へ
と
変
わ

り
、
事
務
作
業
す
る
時
に
も
気
軽
に
利

用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。

体のパフォーマンスを
支える電解水素水
プロサッカー選手を輩出するフットボールクラブで
OSGの電解水素水生成器「MINE」が活躍！

SCHフットボールクラブ

障害者支援施設で
飲用・料理に電解水素水
入所者様の生活・暮らしに寄り添うために、毎日の水は大切。
だから妥協せずに、こだわります。

社会福祉法人嘉穂福祉会

2018 年に誕生した
早稲田が誇る
次世代のシンボル！

早稲田アリーナ

仙台白百合学園中学・高等学校
宮城県仙台市泉区紫山 1-2-1
☎022-777-5777

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
併
設
型
中
高
一

貫
校
、
仙
台
白
百
合
学
園
中
学
・
高

等
学
校
。現
在
10
台
の
壁
掛
け
型
冷

水
機
が
各
学
年
の
廊
下
や
体
育
館

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。「
直
接
飲

む
生
徒
も
い
れ
ば
マ
イ
ボ
ト
ル
に

入
れ
た
り
と
、
生
徒
た
ち
の
熱
中
症

予
防
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。夏
場
は

冷
た
い
水
が
出
る
の
で
特
に
重
宝

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
先
生
も
太
鼓

判
。仙
台
白
百
合
学
園
中
学
・
高
等

学
校
で
は
教
育
の
特
徴
と
し
て
全

学
年
毎
週
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め

様
々
な
宗
教
を
通
じ
て
倫
理
観
を

養
う
ほ
か
、
近
年
は
S
D
G
s
・
環

境
・
紛
争
な
ど
世
界
規
模
の
課
題

に
つ
い
て
教
科
を
横
断
し
て
総
合

的
に
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
は
企
業
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
実
施
。総
合
筆
記
具
メ
ー

カ
ー
と
は
筆
記
用
具
の
回
収
、
旅
行

会
社
と
は
観
光
プ
ラ
ン
の
発
案
、
不

動
産
会
社
と
は
街
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
連
携
が
加
速
し

て
い
ま
す
。「
O
S
G
さ
ん
に
は
環

境
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い

て
、毎
週
１
時
間
の
授
業
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
生
徒
た
ち
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。今
後
も
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
主
役

と
な
る
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

キ
ッ
カ
ケ
を
与
え
て
い
き
た
い
で

す
」。

①「ステハジ探求授業」でプラ干狩りを体験。使い捨てから生まれる「海洋プラスチックごみ汚染」問題
を考えるキッカケに。②67名の学生アンケートでは約半数が「マイボトルを持参している」という結果も。

12

社会福祉法人嘉穂福祉会
福岡県嘉麻市岩崎1373-2
☎ 0948-83-8200

12

水のOSG | 私たちの給水スポット  1112  水のOSG | 私たちの給水スポット

SCHフットボールクラブ
神奈川県横浜市泉区和泉町3255
☎ 045-800-3401



アルカリ水自動販売機「WATER STATION」が
あなたの街のお店に。

集客力アップ 利用者の健康促進 災害時の給水ステーションに

「
激
安
の
殿
堂
」
を
看
板
に
、
都
心
繁

華
街
か
ら
郊
外
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ま
で

幅
広
く
出
店
を
進
め
、
地
域
密
着
型

の
店
舗
づ
く
り
に
努
め
る
日
本
最
大

級
の
総
合
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」。ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
を
掛
け
合
わ
せ
た
よ

う
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
性
の
あ
る

店
内
に
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
ブ
ラ

給
水
ス
ポ
ッ
ト

O
ur W

ater Spot

14  水のOSG | 私たちの給水スポット 水のOSG | 私たちの給水スポット  13

「無料で水を汲める」が
来店頻度向上の決め手に
WATER STATIONがドン・キホーテに導入され
会員数獲得・来店頻度向上に貢献しています。

株式会社ドン・キホーテ

災害時にも役立つ
給水スポットに
持続可能な社会の実現と企業価値の向上に向けて
取り組む街に欠かせないホームセンター

コーナン商事株式会社建
築
・
塗
料
・
作
業
用
品
な
ど
品
揃

え
豊
富
な
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
ー

ン
「
コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社
」。地

域
密
着
型
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
「
コ
ー

ナ
ン
」の
ほ
か
、
プ
ロ
業
者
向
け
店
舗

「
コ
ー
ナ
ン
P
R
O
」、
キ
ャ
ン
プ
専

門
店「
C
A
M
P 

D
E
P
O
T
」な
ど

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
店
舗
戦
略

で
国
内
外
に
5
9
8
店
舗

（
2
0
2
4
年
2
月
末
時
点
）
を
展
開

し
、
業
界
第
３
位
の
売
り
上
げ
規
模

を
誇
り
ま
す
。近
年
は
M
&
A
に
も

取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
を
さ
ら
に
拡

大
。「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
総
合
企

業
」を
目
指
す
な
か
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
と
企
業
価
値
の
向
上
に
向

け
て
S
D
G
s
の
取
り
組
み
も
強
化

し
て
い
ま
す
。そ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、よ
り
多
く
の
お
客
様
に

ご
来
店
い
た
だ
く
た
め
に
、

2
0
2
1
年
の
12
月
に
新
大
阪
店
の

１

階

に

W

A

T

E

R 

S
T
A
T
I
O
N
を
導
入
。リ
ピ
ー

タ
ー
獲
得
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆

様
の
熱
中
症
対
策
、
断
水
時
・
災
害

時
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活
躍

を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
鉄
の
再

利
用
を
促
す
フ
ラ
イ
パ
ン
引
き
取
り
、

店
舗
屋
上
で
の
自
家
消
費
型
発
電
、段

ボ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に

配
慮
す
る
同
社
。災
害
発
生
時
に
は
住

民
生
活
の
早
期
安
定
を
目
的
に
、様
々

な
自
治
体
と「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

の
供
給
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
す
る

な
ど
地
域
に
も
貢
献
し
、持
続
可
能
な

社
会
と
店
舗
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

ン
ド
を
は
じ
め
食
品
や
日
用
消
耗

品
な
ど
豊
富
な
品
揃
え
で
、
幅
広
い

お
客
様
の
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
当
社
で
導
入
す
るm

ajica

（
マ
ジ

カ
）
ア
プ
リ
の
利
用
促
進
に
向
け

て
、W
A
T
E
R 

S
T
A
T
I
O
N

を
合
計
24
店
舗
で
導
入
し
て
い
ま

す
。ア
プ
リ
会
員
に
な
れ
ば
い
つ
で

も
無
料
で
水
が
汲
め
る
の
で
お
客

様
の
来
場
回
数
が
増
え
て
売
上

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
沖
縄
エ
リ
ア
の
店
舗
を
管

轄
す
る
西
森
支
社
長
。実
際
に
沖
縄

県
内
で
は
３
店
舗
で
導
入
さ
れ
て

お
り
、
会
員
様
の
リ
ピ
ー
ト
率
が
２

倍
に
。利
便
性
の
高
い
お
店
づ
く
り

と
お
客
様
と
の
関
係
性
強
化
に
向

け
て
、
他
店
舗
で
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

株式会社ドン・キホーテ
東京都目黒区青葉台2-19-10
☎ 03-5725-7532（代表）

1. ココヤシの実の繊維を固め
て鉢にし、石油類を全く使用
しない循環型社会を意識した
商品も展開 1

コーナン商事株式会社
大阪府大阪市淀川区西宮原2-2-17
☎ 06-6397-1621（代表）



ス
ッ
キ
リ
と
空
間
に
溶
け
込
む
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
手
軽

に
電
解
水
素
水
を
生
成
で
き
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
。美
し
さ

と
機
能
性
を
持
ち
合
わ
せ
、
現
在
は

日
本
全
国
の
家
庭
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
京
に
お
住
ま
い
の
黒
岩
さ
ん
も
愛

用
者
の
お
一
人
で
、
日
々
の
健
康
づ

く
り
に
電
解
水
素
水
を
活
用
し
て
い

ま
す
。「
水
は
水
道
水
で
十
分
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
仕
事
を
す
る
娘
と
息
子
か

ら
、
水
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ

た
ん
で
す
。姉
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
私
も
早
速
導
入
す
る
こ
と
に
。

今
で
は
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
、
ご
飯
や
お

味
噌
汁
な
ど
色
ん
な
シ
ー
ン
で
利
用

し
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
１
台
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
黒

岩
さ
ん
。料
理
の
シ
ー
ン
以
外
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
や
銭
湯
に
行
く
時
に
も
必

ず
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
、
電
解
水
素
水
を

持
ち
運
ぶ
生
活
を
続
け
る
う
ち
に
体

に
も
変
化
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
便

秘
薬
は
必
ず
毎
日
１
錠
飲
む
ほ
ど
長

年
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

電
解
水
素
水
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
お
通
じ
も
良
く
な
り
、
毎
日
健
康

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。学
生
の
頃
か
ら
続
け
て
い
る
大
好

き
な
バ
レ
ー
も
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す

よ
」。私
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
活
用
し

て
12
年
。そ
の
間
は
大
き
な
故
障
も
な

く
、
使
い
や
す
さ
に
も
満
足
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
１
年
に
１
度
、
丁
寧
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
く
れ
る
の
で
手
間

も
か
か
り
ま
せ
ん
。ス
タ
ッ
フ
の
飯
泉

さ
ん
も
人
柄
が
良
く
、
お
友
達
の
よ
う

な
感
覚
で
世
間
話
も
し
た
り
。元
気
で

い
ら
れ
る
の
は
O
S
G
の
お
か
げ
。こ

れ
か
ら
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
生
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

ヒューマンウォーター愛用者の黒岩さん（右）とメンテナンスを担当する飯泉さん（左）

多数のみなさんのお便り、本当にありがとうございます。
さらにみなさまのお気持ちに応えられるよう、製品開発・メンテナンスに

これからも全力を注いで参ります。

毎回メンテナンスをして頂く際
に、蛇口から製品まできれいにし
て下さり、大変ありがたいです。
不明な点なども色々教えて頂き、
いつもありがとうございます。

お店で使っています。先程、フィル
ターの交換をして頂き親切に対応し
てくれました。私もこのお水をペッ
トボトルに入れて飲んでますけど
SDGsを考えたら水筒ですね！

いつも素晴らしい対応で作業も早く
助かります。この前イベントで水の
試飲をした時、子供と「同じ味がす
る」と言っていたところ、OSG の
水でした！

最高のメンテナンス！ マイボトルも検討中！ 子供の舌も覚える味！

料理やコーヒーをおいしく作れる
し、美味しいお水をたくさん飲む
様になりました。

水 ( ペットボトル ) を買いに行か
なくてもいいし、年 1 回とても丁
寧にそうじもして頂けるので、安
心して使っています。ありがとう
ございます。

水素水を使用する前はミネラル
ウォーター等ケースで買っていたの
ですが、今では自宅で美味しい水が
飲める事です。体にもとても良いで
す。

水分摂取が増えた！ 定期メンテナンスで安心！ 節約にも役立ちます！

購入して 10 年、出かける時はマ
インボトルに美味しい水を入れ、
持ち歩いています。

メンテナンス後、蛇口をピカピカ
にしてくれた事に気付きました。
水アカ等なかなか取れなかったの
に！訪問時に分かっていればお礼
が言えたのにと思いメッセージを
書きました！

今回は新しいヒューマンウォーター
HU-150 に替える事になりました。
今年で 18 年も利用させてもらい、
いつも元気で働いています。水は大
切ですね！

水素水が手放せない！ 気付かずにごめんなさい！ 使用歴の長さが物語る！

お喜びの声
OSG製品をご利用いただいているお客様から頂いた、たくさんのお声をご紹介します

ヒューマンウォーターを 12 年愛用する黒岩さ
ん。胃腸の働きが整い、長年悩まされていた便
秘も解消されました。

学生時代から現在もママさんバレーを続けて、
全国大会に出場したことも。

お久し
ぶりで

す、
OSGで

すSTORY

電解水素水で健康に。
ヒューマンウォーターで
日々の体と生活が変わる！
老若男女が自然に使いつづけられるヒューマンウォーター。
愛用暦 12年の黒岩さんにインタビューしました。

OSGでは
浄水器・電解水素水生成器などの
アフター ケアとして、カートリッジ
の定期的な交換にお伺いしています。 
このコーナーではメンテナンス
スタッフの仕事の心得やお客さまと
の エピソードをご紹介します。
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生
と
も
連
携
し
、ピ
ッ
チ
外
で
も
ク

ラ
ブ
理
念
を
体
現
す
る
【
共
育
】　

【
社
会
/
健
康
】　
【
街
づ
く
り
】の

３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
社
会
連

携
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

山
田　

イ
チ
企
業
の
取
り
組
み
と

比
べ
て
、ア
ビ
ス
パ
福
岡
様
が
ハ
ブ

と
な
っ
て
社
会
を
巻
き
込
む
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
で
は
、地
域
の
皆

様
の
関
心
度
や
視
座
も
高
く
な
り

そ
う
で
す
ね
。

川
森　

J
リ
ー
グ
は
当
初
か
ら
各

地
域
の
住
民
と
と
も
に
歩
む
地
域

密
着
型
の
ク
ラ
ブ
運
営
を
理
念
と

し
て
お
り
、ま
さ
に
そ
の
構
想
を
体

現
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。そ
の
点
、O
S
G
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
が
社
会
を
巻
き

込
ん
で
行
う
「
ス
テ
ハ
ジ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
共
通
点
が
多
く
、当

ク
ラ
ブ
も
共
創
メ
ン
バ
ー
と
し
て

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
。

山
田　

2
0
1
9
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ス
テ
ハ
ジ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、当
時
は
あ
く
ま
で
社
内
的
な
活

動
で
し
た
。2
0
2
1
年
に
当
社
が

万
博
の
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

た
こ
と
を
機
に
、全
国
区
の
活
動
に

し
よ
う
と
動
き
始
め
、現
在
で
は
ア

ビ
ス
パ
福
岡
様
を
は
じ
め
、約

3
7
0
の
個
人
・
企
業
・
自
治
体
・

団
体
の
協
賛
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。現
在
は
マ
イ
ボ
ト
ル
の
啓

発
や
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
・
普
及

に
よ
り
、海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

や
使
い
捨
て
か
ら
生
ま
れ
る
様
々

な
社
会
課
題
の
解
決
に
皆
様
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

川
森　

昨
年
８
月
に
は
ア
ビ
ス
パ

福
岡
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
て
、ア
ビ

ス
パ
福
岡
初
の
S
D
G
s
ブ
ー
ス

と
し
て
「
ス
テ
ハ
ジ
」ブ
ー
ス
を
出

展
く
だ
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
プ
ラ
干
狩
り
」を
通
じ
て
ア

ビ
ス
パ
福
岡
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
だ
け
で
な
く
、私
自
身
も
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
存
在
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。海
洋
汚

染
を
自
分
ゴ
ト
と
し
て
考
え
る
よ

う
に
な
り
、山
と
海
に
恵
ま
れ
た
福

岡
の
自
然
を
守
り
た
い
気
持
ち
が

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

山
田　

ブ
ー
ス
で
体
験
す
る
と
、目

の
当
た
り
に
し
た
驚
き
を
周
り
に

話
す
よ
う
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。口

コ
ミ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
危
険
性
が
広
ま
り
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
削
減
に
繋
が
れ

ば
本
望
で
す
。

川
森　

ス
テ
ハ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
機
に
約
１
年
に
渡
っ
て
O
S
G

様
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動

だ
と
実
感
し
ま
し
た
の
で
、選
手
を

は
じ
め
チ
ー
ム
に
浸
透
さ
せ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま

た
、ア
ビ
ス
パ
福
岡
で
も
今
シ
ー
ズ

ま
す
。サ
ッ
カ
ー
で
の
輝
か
し
い
功

績
の
ほ
か
、市
民
の
生
活
に
喜
び
を

届
け
る
た
め
に
ア
ビ
ス
パ
福
岡
様

で
は
社
会
・
地
域
と
連
携
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

川
森　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
、社
会
環
境

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
か
、

当
ク
ラ
ブ
は
2
0
2
3
シ
ー
ズ
ン

か
ら
「
共
創
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

様
々
な
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
て

取
り
組
む
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
F
U
K
U
O
K
A 

T
A
K
E 

A
C
T
I
O
N
！
」を
発
足
し
ま
し

た
。初
年
度
は
20
社
の
企
業
の
皆

様
、福
岡
市
役
所
の
皆
様
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
一
般
社
団
法
人
、そ
し
て
学

山
田　

美
し
い
水
と
豊
か
な
暮
ら

し
を
提
案
す
る
情
報
誌
「
新
水
生

活
」は
全
国
に
配
布
さ
れ
ま
す
の

で
、ま
ず
は
全
国
の
皆
様
に
ア
ビ
ス

パ
福
岡
様
の
紹
介
を
お
願
い
で
き

ま
す
で
し
ょ
う
か
？

川
森　

1
9
9
4
年
に
設
立
し
た

ク
ラ
ブ
で
、発
祥
の
地
は
静
岡
県

藤
枝
市
に
な
り
ま
す
。翌
年

1
9
9
5
年
に
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を

福
岡
に
移
し
て
、以
降
２
度
の
経

営
危
機
を
乗
り
越
え
て
、４
年
に

１
度
は
必
ず
J
１
に
上
が
る
な
ど

底
力
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で

ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
11
月
に
は
ル

ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
で
浦
和
レ
ッ
ズ
を

下
し
て
初
優
勝
に
輝
き
、念
願
の
初

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

山
田　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
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川森敬史

「
ス
テ
ハ
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

ア
ビ
ス
パ
福
岡
と
共
に
創
り
、

広
げ
る
S
D
G
s
の
輪

Takashi Kawamori

山田啓輔
Keisuke Yamada

ホームタウンや社会に対して
１人１人ができる、

社会活動アクションの輪を拡げたい。

「ステハジ」プロジェクトの
共創を通して、SDGs の輪を
世界に広げていきたい。

“使い捨ては恥ずかしい”という考え方をテーマに

様々な活動を繰り広げる「ステハジ」プロジェクト。

OSGコーポレーションがさまざまな企業と共創する

なか、共創メンバーであるアビスパ福岡の川森会長

と対談しました。

アビスパ福岡株式会社
代表取締役会長

株式会社OSGコーポレーション
代表取締役社長

2023年11月4日（土）、史上最多
の6万1683人が国立競技場に
詰めかけたルヴァンカップ
決勝。アビスパ福岡が初優勝を
果たし、初タイトルを獲得し
ました。

Jリーグ［サッカー／J1］
「アビスパ福岡」

OSG
コーポレーション

山
田　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
当
社
も
「
ス
テ

ハ
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、「
使
い
捨
て
は
、
恥
ず
か

し
い
」「
さ
あ
、
み
ん
な
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
は
じ
め
よ
う
」
と

い
う
S
D
G
s
の
輪
を
広
め
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
と
も
手

を
取
り
合
っ
て
、
日
本
を
元
気

に
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き

起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ン
は
１
年
を
通
じ
て
計
画
的
に

「
F
U
K
U
O
K
A 

T
A
K
E 

A
C
T
I
O
N
！
」を
実
行
し
、大

切
な
私
た
ち
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
や

社
会
に
対
し
て
、１
人
１
人
が
で
き

る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
輪
を
拡
げ
て
い

き
ま
す
。そ
の
輪
が
拡
が
る
先
に

は
、人
が
育
ち
、ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま

れ
、大
好
き
な
福
岡
の
街
を
更
に
住

み
よ
い
街
に
し
て
い
く
、都
市
活
力

が
溢
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都

市
の
実
現
へ
の
貢
献
に
繋
が
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。





22  銀座に志かわ・元祖五十番神楽坂本店 銀座に志かわ  21

HOT
NEWS

今
な
お
人
気
の
銀
座
に
志
か
わ
。

「
月
初
め
食
パ
ン
」、「
イ
ベ
ン
ト
食
パ
ン
」。

そ
し
て
新
た
な
「
企
画
食
パ
ン
」
で
さ
ら
に
魅
力
を
発
信
。

月初め食パンイベント食パン企画食パン

　

高
級
食
パ
ン
ブ
ー
ム
の
真
っ
只
中
の
2
0
1
8
年
9
月
、

O
S
G
グ
ル
ー
プ
は
水
に
こ
だ
わ
っ
た
高
級
食
パ
ン
「
銀
座
に
志

か
わ
」
を
銀
座
１
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
。
知
名
度
ゼ
ロ
の
新
参
者
な

が
ら
、
新
聞
・
雑
誌
・
S
N
S
な
ど
で
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
わ

ず
か
数
カ
月
で
日
本
を
代
表
す
る
高
級
食
パ
ン
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
へ
と
登
り
詰
め
た
今
、
お
か
げ
様
で
全
国
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が

出
来
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
5
月
か
ら
「
水
に
こ
だ
わ
る
高
級
食
パ
ン
」
の
生
地

に
毎
月
の
旬
の
味
わ
い
を
巻
き
込
ん
だ
、
1
斤
サ
イ
ズ
の
食
パ
ン
「
月

初
め
食
パ
ン
」
の
販
売
を
開
始
。
毎
月
初
め
１
日
か
ら
1
0
日
間
の

限
定
販
売
と
な
り
、
甘
夏
・
栗
・
り
ん
ご
・
い
ち
ご
な
ど
日
本
の
四

季
を
連
想
さ
せ
る
食
材
を
巻
き
込
ん
だ
パ
ン
が
次
々
と
登
場
。

　

2
0
2
3
年
秋
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
た
期
間
限
定
「
イ
ベ
ン
ト
食
パ
ン
」
を
発
売
開
始
し

ま
し
た
。
12
月
に
発
売
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
贅
沢 

果
実
食
パ
ン
」
は
、
り
ん
ご
、
レ
モ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
、
レ
ー
ズ
ン
の

色
と
り
ど
り
の
果
実
と
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ピ
ス
タ
チ
オ
を

食
パ
ン
生
地
全
体
に
宝
石
の
よ
う
に
散
り
ば
め
た
贅
沢
な
逸
品
。
ま

ろ
や
か
な
果
実
、
香
ば
し
い
ピ
ス
タ
チ
オ
と
一
口
ず
つ
変
化
す
る
リ
ッ

チ
な
味
わ
い
と
バ
ニ
ラ
の
甘
い
香
り
で
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
に
。

　

そ
し
て
2
0
2
4
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
は
、
世
界
が
認
め
る
シ
ョ

コ
ラ
テ
ィ
エ
「
ミ
ュ
ゼ
・
ド
ゥ
・
シ
ョ
コ
ラ　

テ
オ
ブ
ロ
マ
」
の
オ
ー

元
祖
五
十
番
神
楽
坂
本
店
は
、
昭
和
32
年

に
創
業
し
神
楽
坂
で
美
味
し
さ
を
追
求
し

続
け
67
年
の
歴
史
。
東
京
土
産
の
定
番
中

華
「
五
十
番
」
元
祖
の
味
は
お
子
様
か
ら

ご
年
配
の
方
ま
で
、
二
世
代
三
世
代
に
渡

り
広
く
多
く
の
お
客
様
か
ら
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
元
祖
肉
ま
ん
は
初
代
か
ら

守
り
続
け
る
伝
統
の
味
で
す
。

厳
選
し
た
「
食
」
を
み
な
さ
ま
に
。

元
祖
五
十
番
神
楽
坂
本
店
が
お
送
り
す
る

本
格
中
華
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

2
0
2
2
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
の
出
店
を
皮

切
り
に
、
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
5
月
5
日

中
国
の
上
海
市
へ
中
国
銀
座
に
志
か
わ
1
号
店

が
オ
ー
プ
ン
。
1
0
月
2
9
日
に
は
同
じ
く
上

海
市
に
2
店
舗
目
を
出
展
。
2
0
2
4
年
1
月

2
0
日
に
は
広
東
省
深
圳
市
へ
1
店
舗
を
出
展

い
た
し
ま
し
た
。

中
国
に
は
た
く
さ
ん
の
独
自
の
朝
食
メ
ニ
ュ
ー

は
あ
り
ま
す
が
、
食
パ
ン
を
中
心
と
し
た
文
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。
銀
座
に
志
か
わ
は
、
そ
の
よ

う
な
市
場
に
食
パ
ン
の
食
べ
方 

〝
や
く
・
ぬ
る
・

の
せ
る
・
は
さ
む
〞 

に
つ
い
て
の
様
々
な
情
報

発
信
を
行
い
、
新
た
な
食
文
化
を
拡
げ
て
い
き

ま
す
。

日
本
で
も
世
界
で
も
銀
座
に
志
か
わ
の
勢
い
は

さ
ら
に
加
速
し
て
い
ま
す
。

ナ
ー
シ
ェ
フ
、
土
屋
公
二
氏
が
監
修
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
好
き
に
こ

そ
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
銀
座
に
志
か
わ
初
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
限

定
食
パ
ン
「
贅
沢 

カ
カ
オ
食
パ
ン
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
「
企
画
食
パ
ン
」
と
し
て
は
、
2
0
2
4
年
3
月
20
日

か
ら
4
月
19
日
の
期
間
限
定
で
、
卒
業
・
入
学
・
就
職
な
ど
「
ハ

レ
の
日
」
を
祝
う
ギ
フ
ト
と
し
て
「
黒
龍
酒
造
監
修　

大
人
の
あ

ん
食
パ
ン
」
を
発
売
。
国
産
小
麦
に
炊
い
た
黒
米
を
加
え
た
生
地

に
、
大
吟
醸
の
酒
粕
と
日
本
酒
を
加
え
た
香
り
高
い
白
あ
ん
を
美

し
い
渦
模
様
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。
日
本
酒
の
原
料
で
あ
る
米
、

中
で
も
黒
龍
に
ち
な
ん
で
黒
米
を
炊
い
た
状
態
で
加
え
る
こ
と

で
、
も
っ
ち
り
と
し
た
生
地
の
中
に
、
黒
米
の
粒
が
立
ち
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
鮮
な
食
感
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
酒
粕
は

食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
B
、
黒
米
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
を
豊
富
に
含
み
、
健
康
や
美
容
を
気
遣
う
方
に
も
お
す

す
め
で
す
。

　

ご
家
族
、
友
人
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、
自
分
へ
の
ご
褒

美
に
、
ま
た
お
土
産
や
お
持
た
せ
に
も
ピ
ッ
タ
リ
の
、
思
わ
ず
手

が
伸
び
る
高
級
食
パ
ン
を
目
指
す
銀
座
に
志
か
わ
。
今
後
も
バ
ラ

エ
テ
ィ
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
味
わ
い
を
ど
ん
ど
ん
展
開
し
て
参
り

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

銀
座
に
志
か
わ

水
に
こ
だ
わ
る
高
級
食
パ
ン

NEW

1 月［招福黒豆食パン］　2月［甘美 あまおう苺あん］

3月［春爛漫 さくらあん］

テオブロマ オーナーシェフ 土屋 公二  監修  　　黒龍酒造監修  大吟醸酒粕を使用　大人のあん食パン

2024 年 1月 20日
中国・広東省深圳市に 3号店出店

2023 年 10月 29日
中国・上海市に 2号店出店

2023 年 5月 5日
中国・上海市に初出店

店舗で〝やく・ぬる・のせる・はさむ〟を体験

元祖五十番神楽坂本店　錦糸町マルイ店

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
拡
大

元
祖
五
十
番
神
楽
坂
本
店
（
株
式
会
社D
＆D

を
子
会
社
化
）

PIC
K

 U
P O

U
R BRA

N
D日

本
の
食
文
化
を
世
界
の
食
文
化
へ

中
国
の
未
形
成
「
食
パ
ン
市
場
」
に 

〝
や
く
・
ぬ
る
・
の
せ
る
・
は
さ
む
〞
情
報
発
信
基
地
店
舗
が
誕
生 銀座に志かわ   

運営会社：株式会社銀座仁志川
東京都中央区銀座 1 丁目 27-12
 キャビネットビル

元祖五十番　神楽坂本店   
東京都新宿区神楽坂６-４
TEL.03-3260-0066

食の OSG

元祖五十番神楽坂本店　巣鴨店

商品はこちらのサイト
からもご購入いただけます

元祖肉まん

元祖五十番神楽坂本店元祖五十番神楽坂本店　大森店
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東京大学大学院農学生命科学研究科フードサイエンス棟

寄附講座の概要 研究目的

動物の感染症防疫に関する学術研究の発展

2021年11月に OSG コーポレーションの寄付により東京大学大学院

農学生命科学研究科 OSG 国際防疫獣医学寄付講座が設立されまし

た。本寄付講座はアジア諸国との国際連携・国際貢献を視野に以下

の内容に取り組んでいます。

同研究科の感染制御学研究室および産業動物臨床研究室と協力し各

種動物感染症の防疫とアジア諸国の獣医学教育の発展に取り組んで

いきます。

東京大学大学院農学生命科学研究科
OSG国際防疫獣医学寄付講座

TOPICS

獣医学教育の質向上を通じた人材育成

畜産振興

アジアでは、人口増加と共に畜産の急速な発展と集約化に伴い、

動物感染症が蔓延し、安全な畜産物の安定供給、畜産の持続可

能性を脅かしています。本寄付講座は、アジア諸国との国際連

携や国際貢献を視野に動物の感染症防疫に関する学術研究の発

展と獣医学教育の質の向上を通じた人材育成と畜産業の振興を

目的として開設しました。獣医学のあらゆる分野を通じて、学

術・教育・産業に幅広く貢献していきます。 

大学名 東京大学大学院農学生命科学研究科

担当教員 特任教授 芳賀 猛（感染制御学） 猪熊 壽（産業動物臨床学）
特任教員 藤本 悠理（疫学・感染制御学）
             前澤 誠希（産業動物臨床・獣医学衛生学）
特任研究員 石橋 朋子（国際獣疫行政）　

開設期間 2021 年 11 月 1日～ 2031 年 10 月 31 日 

講座名 OSG国際防疫獣医学寄付講座

アジアにおける感染症防疫研究では、動物感染症防疫対策に関

する研究を OIE( 国際獣疫事務局 ) と連携して実施。ワンヘルス

の取り組みでは、動物・感染症・食料の生命倫理を通して安全

安心な食料の安定供給、畜産業における SDGs 及び環境保全に

貢献し、健全で持続可能な社会に貢献する事を成果として期待

します。また国際共同研究によるアジア貢献においては、アジ

ア諸国の家畜衛生対策向上・大動物臨床体制の充実や獣医学教

育、国内外の獣医学分野のレギュラトリーサイエンスの教育研

究を進めます。 

研究概要 公開講座

2023 年 6 月 27 日に東京大学本郷キャンパスで第１回公開講座
「アジアの動物感染症への挑戦」を開催しました。

TAIYEN 社

台湾の最大手製塩会社で
「アルカリサン」を採用
産業用アルカリイオン水生成装置　「アルカリサン」を導入する

台湾の製塩会社がOSGと共同研究開発し、アルカリイオン水を市場へ

�om Taiwan

Medspecs Solutions 社

�om Ph�i�i�s

フィリピンのパンデミックに
OSG のセリウスが貢献！
フィリピンの医療機器販売会社「Medspecs Solutions 社」が

セリウスソフト水生成装置「セリウス」を導入し、販路を拡大中！

Medspecs Solutions Inc. は フ ィ リピンにて、

2015 年に設立された医療機器販売会社です。同

社は医療用医薬品のサプライヤーとして創業し、

現在は医療用品・機器の販売も行い、規模を拡大。

世界中に広がるさまざまな大手医療機器メー

カーと提携して、昨今の医療業界が必要とする

高品質の製品を提供しています。

新型コロナウイルスのパンデミックによる大き

な課題に取り組むため、2020 年に同社は OSG

コーポレーションと取引を始め、フィリピンで

初めてセリウスソフト水生成装置「セリウス」

の販売を開始しました。地方自治体をはじめ、

農業および畜産業界、レクリエーション施設、

公園、住宅施設などにセリウスやヒューマン

ウォーターを展開しています。「環境に優しい製

品を提供する当社にとって OSG とのパートナー

シップは誇りです。今後も顧客を獲得し続け、

OSG と強固なパートナーシップを築いていきま

す」と同社の代表もさらなる成長を目指してい

ます。

100 年以上の歴史を持つ台湾の最大手製塩会社

の台塩実業（台塩）は、人々に安全で安心な製

品を提供することに尽力し、生産技術と品質管

理を継続的に改善しています。2003 年には海水

から塩を生産する過程で生成される高いミネラ

ル含有量を利用して、太岩海洋水産物を発売。

同年に OSG の産業用アルカリイオン水生成装置

「アルカリサン」に関心を持ち、両社の共同研究

開発により、「太極海洋アルカリイオン水」製品

を開発しました。2004 年には台湾初のボトル入

りアルカリイオン水製品として市場に展開し、

注目の的に。2007 年に台湾で初めて全国 SNQ

マーク認証を獲得し、2018 年には健康誌の「読

者が選ぶ信頼できるブランド」で 1 位を獲得す

るなど輝かしい功績を残しています。同社は今

後も OSG と協力して生産技術の向上、製品品質

の最適化、ボトル入りアルカリ水の生産規模の

拡大に取り組み、東南アジア市場向けの工場生

産計画を立ち上げる予定です。
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健康経営優良法人 2024（大規模法人部門）の認定を取得しました

「Newsweek 日本版」が立ち上げた SDGs アワードにおいて
環境部門で「ステハジ」プロジェクトがノミネート！

中期経営計画の策定にあたり、「社会課題」と「OSG グループの経営の重要度」を総合的に網羅した

重要課題（マテリアリティ）を選定しました。各課題を４つのカテゴリー（健康・環境・共創・人的資本）に分け、

クリアするための目標を「サステナビリティ目標」として掲げています。OSG コーポレーションは本目標を達成し、

サステナビリティを通じて社会と企業の持続的成長の両立を目指していきます。

「熱中症予防声かけプロジェクト」で
OSG が業界初となる９年連続の最優秀賞
ウォーターネットは 7 年連続の最優秀賞

「日本健康マスター検定」で企業別合格者数で上位に輝く

全国の自治体・企業・民間団体が参加する「熱中症予防声かけプロジェクト」は、熱

中症の正しい知識の普及を図るとともに、熱中症予防を啓発するプロジェクトです。

OSG は 2015 年より参加。熱中症予防への優れた取組みが評価され、９年連続での最

優秀賞受賞となりました。

また、配水事業を通じて声かけの力で社会問題の解決や啓発活動に取り組むグループ

会社の株式会社ウォーターネットは、ひと涼みできる「場」を提供し熱中症予防を推

進している取り組みを表彰する「ひと涼みスポット部門」で 7 年連続での最優秀賞に

輝きました。

↑最優秀賞表彰　（左）OSG コーポレーション
　　　　　　　　（右）ウォーターネット

↑受賞者集合写真

個人の健康リテラシーレベルを評価する「日本健康マスター検定」

において、第 1 回試験（2017 年 2 月）から第 19 回試験（2023 年

10-11 月）までの合計「団体受検企業別合格者人数ランキング

TOP20」が発表され、OSGは「団体受検企業別合格者数ランキング」

で上位にランクインしました。

日本健康マスター検定は、健康知識・リテラシーを高め、自身の健康づく
りと地域・職域での健康リーダーを育てる検定で、17 年 にスタートして
から既に 3 万名を超える健康マスターが誕生しています。

日本健康マスター検定とは

OSG が掲げるサステナビリティ目標

ステークホルダーのエンゲージメント向上

人材育成とダイバーシティの推進 カーボンニュートラルの実現 安心安全で豊かな社会の実現

サステナビリティを志向する企業風土づくり

重要課題（マテリアリティ）

重要課題（マテリアリティ）

従業員の健康管理を経営的な考え、戦略的に実践す

る「健康経営」の取組みが優良であると認められ、

経済産業省から「健康経営優良法人 2024（大規模法

人部門）」の認定を受けました。当社は、社員及び家

族のみなさんの心身の健康を第一に考え、全社員が

一丸となって健康増進へ積極的に取組むことは自己

成長そして企業発展の根幹であると考えています。

雑誌やムック、ウェブサイトで国内外の SDGs 事例や最新情報を発信す

る「Newsweek 日本版」では、2024 年に「SDGs アワード」を立ち上げ

ました。SDGs アワードは５つの部門「環境部門」「脱炭素部門」「社会部門」

「地域課題部門」「経済部門」に分かれ、合計２２件の各企業の取り組みが

ノミネートされました。そして、その２２件の中に「ステハジ」プロジェ

クトが環境部門でノミネートされました。

パナソニック株式会社　　株式会社星野リゾート　　オムロン株式会社
株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント　　株式会社ベネッセコーポレーション　　他ノミネート企業

１位 明治安田生命保険

2位 住友生命保険

3位 NECネッツエスアイ

4位 丸井グループ

5位 東京海上日動グループ

6位 SCSK

7 位 朝日生命保険

8位 SOMPOグループ

9位 SOMPOひまわり生命保険

10位 三菱食品

１1位 日本生命保険

１3位 OSG コーポレーション

１4位 NECネッツエスアイ・サービス

１5位 TOKAI ホールディング

１6位 江崎グリコ

１7位 大阪トヨタ自動車

１8位 第一生命

１9位 損害保険ジャパン

20位 サンケイリビング新聞社

１2位 日本航空健康保険

健検（第１～19回まで）の健康マスター取得者ランキング

NEWS
&

TOPICS





自治体や教育機関と歩む SDGs
OSG とともに「ステハジ」プロジェクトに取り組むパートナーの SDGs をピックアップ

茅ヶ崎市主催ビーチクリーンイベント

TOKYOエシカルマルシェ

学校で楽しむ
OSGが企画する「ステハジ」探究授業。楽しみながら SDGs の理解を深める活動を一部ご紹介。

「なぜ？」が芽生え、
「知る！」をたのしむ

仙台白百合学園高等学校
30 名の生徒が「使い捨てから生まれる社会課題」について、「ス

テハジ」プロジェクト探究授業（週一回）を通して学んでいきます。

１年間のスケジュールテーマは「知る」「考える」「体験する」「計

画する」の 4 つです。机上論だけでなく、体験をとおして共創メ

ンバー “自分ゴト” として考えを育成していきます。

OSG の社員が実際に学校まで伺い実施。生徒のみなさんも非常に

楽しそうに体験されています。

途中経過として、一定の期間ごと

にそれぞれが学んできた内容を各

チームごとにまとめ発表をおこな

いました。

この発表を元に「使い捨てから生

まれる社会課題」をどのように無

くしていくか、自分達は何ができ

るのかを「計画」し実行していき

ます。

Life is Eco beauty

環境に関する意識の喚起と具体的行動の理解を深める、市民、事業者、学校、
行政の共働による環境イベント「環境フェスティバルふくおか 2023」。
市民団体などの活動発表や互いの活動の情報交換の場として活用され、
環境保全活動の環を広げる目的で開かれたイベントに参加いたしました。

2023 年 10 月 7 日に開催されたこのイベントでは、子どもたちにプラスチックごみの現状を実

感してもらうため、実際の海岸に流入していたプラスチックごみを利用して砂の中からプラご

みを網ですくうプラ干狩り体験を実施。プラスチックが自然に及ぼす影響や、プラごみによる

海洋汚染被害の実情などを紹介しました。「細かいプラごみが砂の中にこんなに隠れてるとは思

わなかった」と驚きの声が上がっていました。

生徒が３つの探究授業の中から
自分で関心の高い授業を先行して参加

Pick Up

途中経過は、学校の廊下
に並べて、いつでもみん
なが閲覧できるようにし
ています！

大阪府下の小学校５・６年生に
「環境教育冊子」を配布

「ステハジ」
プロジェクト
公式HP
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Instagram
公式アカウントは
こちら

ステハジ

Follow Us!

“ちょっと考えて、ぐっといい未来” をスローガンに、「エシカル消費」の
普及啓発を行ってきた東京都は新たに「TOKYOエシカル」をスタートさせ、
企業・団体の皆さまと共に多様な取組を展開。都民の皆さまに参加いただける、
「エシカル消費」を一層推進していくイベントです。

東京エシカルマルシェへ、共創メンバーである象印様・タイガー様・ピーコック様・ポケトル

様と共に熱中症の啓蒙やマイボトル・カリカエの促進を普及させるマルシェを出店。

いろいろなお客様がボトルへ給水していただき熱中症の啓蒙ができただけではなく、海洋プラ

スチックゴミをすくう、プラ干狩りを実施し、プラスチックゴミの海に与える影響を知ってい

ただける貴重な機会となりました。

「美化キャンペーンクリーン茅ヶ崎」に無料給水スポット設置。
参加者の皆様の水分補給と熱中症予防対策として、
イベント会場に無料給水スポットを７カ所設置致し、
３Rのリデュース（Reduce）ごみは出さない、
減らすへの取組みとしてもサポートいたしました。

今回のビーチクリーンでの給水スポット提供は、「ステハジ」プロジェクト、茅ヶ崎市、

伊藤忠ファッションシステム、ウォーターネット、OSG コーポレーションの共創で

実施されました。今後も、給水スポットの設置を通して、マイボトルの持ち歩き、ペッ

トボトル削減 (リデュース )、そして熱中症予防などの啓発の輪を拡げていきます。

大阪府が、地球温暖化及びプラスチックごみ問題について、

原因やその影響を学び、自分たち（小学校５年生・６年生）にできることはどんな

ことがあるかを考えるため、環境教育冊子「考えよう！わたしたちのくらしと環境・

エネルギー」を作成してます。

OSG コーポレーションは、「ステハジ」プロジェクトの “こどものコエを大人のエ

コにつなげる” を通して “環境教育冊子” の取り組みをサポートしています。
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